
 
 

 
 
 
 

令和８年熊本地震に対する支援状況について 
 
１．令和８年熊本地震の概要 

発生日時   令和8年7月28日 16時27分 
地震の規模  マグニチュード7.1 最大震度7（熊本県：宇城市、氷川町） 
本県最大震度 震度5弱（柳川市、大川市） 

 
２．本県の支援状況（8月6日現在）※現在・延べ人数、人日は8月6日時点 

項目 支援内容 担当所属 

人的支援 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）知事部局県職員等の派遣 

①リエゾン(情報連絡員)(現在2人・延べ6人・23人日) 
・7月28日～7月30日 3人を熊本県庁・宇土市へ派遣 
・7月31日～8月14日 2人を熊本県庁へ派遣 

②総括支援チーム(ＧＡＤＭ)(現在3人・延べ6人・27人日) 
(被災自治体の災害マネジメントを支援) 

 ・7月30日～8月1日 3人を宇土市へ派遣 
 ・8月1日～8月16日 県と市町村の合同ﾁｰﾑ3人を宇土市へ派遣 
③応急対策チーム(現在10人・延べ15人・45人日)  

(避難所運営、罹災証明発行、給水支援等を実施) 
・7月30日～8月5日  5人(県職員)を宇土市へ派遣 
・8月6日～8月12日 10人(県職員5人、市町村職員5人)を 
宇土市へ派遣 

・8月13日～8月31日 20人(県職員10人、市町村職員10人)を 

宇土市へ派遣予定 
④下水道事業に係る職員(現在13人・延べ19人・56人日) 
(下水道対策本部の運営補助) 

・7月30日～8月1日  2人を熊本県庁へ派遣 
・8月2日～8月9日   1人を熊本県庁へ派遣 
(管路の被災状況調査を実施) 
・8月1日～8月5日  4人を八代市へ派遣 
・8月5日～8月7日  12人を八代市へ派遣 

⑤保健師等チーム(現在4人・延べ8人・32人日) 
(避難所・在宅避難者の健康管理を実施) 
・7月31日～8月9日 2チーム(8人)を宇城市へ派遣 
・8月9日～8月29日 4チーム(16人)を宇城市へ順次派遣予定 

⑥ＤＨＥＡＴ(災害時健康危機管理支援チーム) 
  (医師、保健師等による保健所の指揮調整機能等への支援を実施) 

(現在10人・延べ10人・40人日) 
・7月31日～8月11日 2チーム(10人)を八代市へ派遣 
・8月11日～8月31日 4チーム(20人)を八代市へ順次派遣予定 

⑦被災建築物応急危険度判定に係る職員 
 (現在10人・延べ53人・60人日) 
・8月1日～8月6日  10人を派遣 
・8月7日～8月12日 10人を派遣予定 

⑧道路、河川、農地等の被害状況調査に係る職員 
・要請があり次第、派遣できるよう体制準備中 

 

防災危機管理局 
 
 
防災危機管理局 
 
 
 
人事課 
市町村行財政支援課 

 
 
 
 

 
上下水道課 
 

 
 
 
 
 
健康増進課 
 
 
 

保健医療介護総務課 

 
 
 
 
建築指導課 
 
 
 
農林水産部 
県土整備部 

令和８年８月７日 
福岡県災害支援本部 
（危機管理課） 
直通 092-643-3123（内線 2489） 
担当 千代丸 



項目 支援内容 担当所属 

人的支援 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨応急仮設住宅建設に係る職員 
・要請があり次第、派遣できるよう体制準備中 

 
（２）教育関係職員（教職員、文化財専門職員等） 
 ・7月30日 熊本県教育長へ派遣可能である旨申出 
 
（３）警察職員の派遣        
・7月28日      広域警察航空隊      
・7月28日～7月30日 広域緊急援助隊警備部隊  
・7月28日～8月1日  広域緊急援助隊交通部隊  
・7月29日～8月7日  特別自動車警ら部隊    
・7月30日～8月8日  被災者支援部隊           
・8月3日～8月12日  特別警備部隊       

 
（４）緊急消防援助隊の派遣(現在51人・延べ625人) 

・7月28日～7月31日 259人(県内24消防本部)を嘉島町へ派遣 
・7月31日～8月3日  262人(県内24消防本部)を派遣 

 ・8月3日～8月6日  53人(県内12消防本部)を派遣 
 ・8月6日～     51人(県内11消防本部)を派遣 

（8月1日のイオンモール熊本(嘉島町)での活動終了に伴い、 
熊本県内の救急体制を支援する救急小隊を残し撤収） 

 
（５）その他関係団体等の派遣 
①ＤＭＡＴ(災害派遣医療チーム) 
  ＤＭＡＴ(現在0人・延べ126人・378人日) 

・7月28日～7月30日 19チーム(87人)を派遣 
・7月30日～8月1日   8チーム(39人)を派遣 

ＤＭＡＴコーディネーター(現在0人・延べ23人) 

   ・7月28日～8月3日  23人を派遣 
 
②ＤＰＡＴ(災害派遣精神医療チーム)  

(現在16人・延べ26人・70人日) 
・7月28日～8月 9日 7チーム(26人)を順次派遣 
・8月10日～8月14日 1チーム(3人)を順次派遣予定 

 
③災害支援ナース(現在8人・延べ8人・20人日) 
 ・8月3日～8月9日   4チーム(8人)を派遣 
 ・8月9日～8月31日 14チーム(28人)を順次派遣予定 
 
④ＤＷＡＴ(災害派遣福祉チーム)(現在5人・延べ5人・20人日) 

・8月3日～8月7日  1チーム(5人)を八代市へ派遣 
・8月7日～8月15日  2チーム(10人)を順次派遣予定 

 
⑤ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム） 
・宇城市の調整本部及び避難所へ各1チームを派遣 

 
⑥ＪＤＡＴ（日本災害歯科支援チーム） 

・宇城市、八代市へ 1チームを派遣 
 ・熊本県庁へ 1名を派遣 
 
 

建築都市部 
 

 
教育庁 
 
 
警察本部 
 
 
 
 
 
 
 
防災危機管理局 

 
 
 
 
 
 
 
 
医療指導課 
 
 
 
 

 
 

こころの健康づく

り推進室 

 
 
 
医療指導課 
 
 
 
福祉総務課 

 
 
 
医療指導課 
 
 
健康増進課 
 
 
 
 



項目 支援内容 担当所属 

人的支援 
 

⑦福岡県薬剤師会 
・八代市へモバイルファーマシー（災害対応医薬品供給車両）

を派遣し、薬剤師が活動 
 

（６）ドクターヘリによる患者の受入れ 
 ・熊本県から要請を受け、7月29日から31日までに、福岡県の

ドクターヘリで福岡県の医療機関に4人を搬送 
 
（７）災害ボランティア活動 
 ・7月31日に、被災自治体のボランティア募集開始前に現地へ

行くことがないよう記者発表 
・8月1日から、被災自治体のボランティア募集情報をコラボ 
ステーション福岡のホームページやメールマガジン、県公式
ＳＮＳ、関係機関への通知等により周知 

 

薬務課 
 

 
 
医療指導課 
 
 
 
共助社会づくり
推進室 

物的支援 （１）緊急支援物資の輸送 
 ・8月3日に、宇土市へ物資の支援を実施 

毛布(700枚)、紙オムツ(約6,000枚) 
・8月5日に、宇土市へ物資の支援を実施 

  ブルーシート(1,000枚)、土のう袋(1,000袋) 
・8月5日に、宇土市へ物資の支援を実施 
  レトルト食品（約700食） 
・宇土市へ物資の追加支援を調整中 

ブルーシート(500枚)  
・宇土市へ熱中症予防等に資する物資の支援を準備中 

冷却シート(約1,000個)、ウェットティッシュ(約1,000個) 
 
（２）トイレカーの配備 

・県所有分   ：7月30日から宇土市に配備 
・苅田町所有分 ：7月30日から八代市に配備 
・宗像市所有分 ：7月30日から氷川町に配備 
・福岡市所有分 ：7月31日から宇城市に配備 
・八女市所有分 ：8月1日から八代市に配備 
・北九州市所有分：8月4日から八代市に配備 
・直方市所有分 ：8月6日から八代市に配備 
 

（３）防災用コンテナ型トイレ（道の駅みやま設置）の配備 
 ・8月1日から氷川町に配備 
 
（４）被災した愛護動物に係る物資の支援 

 ・7月29日に熊本県、熊本市へ、提供可能物資（餌18㎏、ケー
ジ39個、捕獲器3台、猫用輸送カゴ7個等）の情報を提供 

 

福祉総務課 
防災危機管理局 
河川管理課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
防災危機管理局 

 
 
 
 
 
 
 
 
道路維持課 
 
 
生活衛生課 

その他 
 
 
 
 
 
 
 

（１）県税の減免等 
・被災者からの申請があった場合、県税の減免や徴収猶予等を 
実施 
 

（２）国民健康保険・後期高齢者医療制度関係 
・被災によりマイナ保険証等が無い場合でも、医療機関窓口で
氏名等を申し出ることで受診が可能となる旨を県ホームペー
ジで周知 

税務課 
 
 
 
医療保険課 
 
 
 



項目 支援内容 担当所属 

その他 （３）災害義援金の受付 
・7月29日から義援金の受付を開始 

 
（４）被災者住宅支援窓口（相談窓口）の設置 
 （本日の相談件数：1件、累計4件） 
・7月30日13時から設置 
・県営住宅への申込み手続きや入居可能な公営住宅等に関する 
情報を提供 

 
（５）県内市町村の被災避難者支援窓口を周知 
・被災避難者を支援する福岡県内市町村の窓口の連絡先を、県 
ホームページに掲載 

 
（６）使用料及び手数料の免除等 
・各種免許証等の再交付申請手数料（運転免許証、准看護師免

許証、教育職員免許状など）等の免除及び還付を実施予定 
 
（７）教育に関する支援 
①就学機会の確保 
 （公立学校） 

7月31日から県立学校、市町村立学校等における対応を開始 
・被災した児童生徒の学校への弾力的な受入れ 
・教科書の無償給与 
・高等学校等就学支援金、高校生等奨学給付金申請期限延長等 
（私立学校） 
・私立学校に対しても公立学校と同様の対応を依頼 
・自宅の全壊や長期避難等による収入減少等の被災世帯生徒へ
高等学校等学校納付金軽減補助金を適用予定 

 
②熊本県教育委員会からの支援要請窓口を設置 
・7月30日に、熊本県の負担軽減及び迅速な支援のため、熊本

県教育委員会から福岡県、福岡市、北九州市、その他県内市
町村への支援要請窓口を、福岡県教育委員会総務課に一本化 

 
（８）子育てに関する支援 
 ・被災した児童が放課後児童クラブの利用を希望する場合、可

能な限り児童を受け入れるよう、8月3日に市町村へ協力要請 
 
（９）被災した愛護動物の受入れ支援 
 ・7月29日に熊本県、熊本市へ、福岡県で受入れ可能な犬猫の

頭数（犬7頭、猫11頭）の情報を提供 
 
（10）災害廃棄物処理に関する支援 
 ・県内市町村等における災害廃棄物受入可能性(廃棄物の種類 

や量等)を集約して、8月3日に熊本県へ情報提供 
 

 

福祉総務課 
 

 
住宅計画課 
県営住宅課 
 
 
 
 
市町村行財政支
援課 
 
 
防災危機管理局 
会計管理局 等 

 
 
 
 
教育庁 
 
 
 
 
私学振興課 
 
 
 

 
教育庁 
 

 
 
 
こども未来課 
 
 
 
生活衛生課 
 

 
 
廃棄物対策課 
 
 
 
 

 


